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田子神楽　所縁ある地にて　舞う

傘
舞

盆舞

鶏舞

翁
番
楽

「櫻山神社にて田子神楽を奉納しましょう」という事で、なぜか真っ先に心が踊り
ました。今回、２演目を演じさせて頂きましたが、利直公も力添えしたかの様に
身体が軽く、もう少し踊りたかったです。演じさせて頂いたことに感謝しており
ます。関係者の方々ありがとうございました。

４００年ぶりの田子神楽奉納という貴重な経験をさせて頂きました。鶏舞を演じ
させて頂きましたが、とても楽しく踊りきることができました。このような機会
を頂き、ありがとうございました。

日が暮れ始めとても趣がある神秘的な雰囲気の中で鶏舞を舞わせて頂きました。
なぜかとても力強い踊りが出来たような気がして、とても楽しく踊ることが出来
ました。稀にしかない有意義なお時間をありがとうございました。これからも精
進して頑張って続けていきます。

新井田佳子 さん

千葉三慧子 さん

才川秋美 さん

田子町・田子神楽に所縁（ゆかり）ある、南部家当主が
まつられている盛岡市、櫻山神社にて、田子町神楽保存会１８名が

神楽を奉納してきました。
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権現舞天形

今回の奉納は田子神楽保存会にとって、新たな歴史が刻まれた日になったと同時
にこれからの未来へ向かう第一歩となりました。平成最後の年に貴重な機会をい
ただきありがとうございました。これからも田子神楽を力強く伝承していきます。

沢山の演目を踊る貴重な機会を頂きありがとうございました。技芸部皆が一致団
結して練習し踊れたことを嬉しく思います。体力をつけ恥じない踊りをしていき
たいと思います。

南部氏ゆかりの櫻山神社で奉納という貴重な機会を頂きありがとうございました。
また、皆さんと貴重な時間を過ごせた事に感謝いたします。

長い時間、笛を吹くのは大変でしたが、やり切った達成感を得て、いい経験させ
て頂き感謝致します。また櫻山神社に田子神楽を呼んで頂ける様に日々笛の腕を
磨きたいと思います。

　１１月２６日、田子町町制施行９０周年を記念して南部家ゆかりの盛岡市櫻山神社にて農
作物の収穫に感謝する新嘗祭に合わせ、南部家４６代南部利文氏や盛岡市長等多くのご出席
の中、田子神楽保存会による奉納行事が行われました。神社には南部家代々の当主が祀られ
ており、中興の祖と言われる２６代信直と信直の息子として田子城で生まれた２７代利直の
２人は田子町と深い関わりがあり、特に利直は神楽への愛着が強く田子神楽に向鶴の使用を
認め、正月や様々な行事を神楽で祝ったと言われる。この縁を大切にし田子神楽を絶やさぬ
ようこれからも積極的に活動してほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　（日沢　一雄）

木谷健悦 さん

木谷真紀子 さん

山﨑カスミ さん

宇藤佳明 さん

囃子
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平
成
30
年
第
４
回
定
例

回
は
12
月
６
日
か
ら
10
日

ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
、
専

決
処
分
し
た
事
件
の
承
認

や
補
正
予
算
な
ど
５
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
、
町
長

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

７
日
の
一
般
質
問
で
は

３
人
の
議
員
が
登
壇
。
道

の
駅
や
、
田
子
牛
、
政
策

の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
初
日
に
町

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
議

案
に
つ
い
て
厳
正
な
審
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
追
加
議
案
が
２
件
が
提

案
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
案
第
57
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２

１
７
７
万
円
を
追
加
す
る
。

○
議
案
第
58
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７

９
２
万
６
千
円
を
減
額
す

る
。

○
議
案
第
59
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21

万
１
千
円
を
減
額
す
る
。

○
議
案
第
60
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

５
３
万
７
千
円
を
追
加
す

る
。

○
議
案
第
62
号

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６

２
５
万
２
千
円
を
追
加
す

る
。

あ
ら
ま
し

主
な
補
正
予
算

P2〜P3

P4

P5〜P7

P8

P8

P9

P10〜P11

第４回定例会

審 議 結 果 １２月定例会では、補正予算等件の議案と件の報告が
提出され審議しました。結果を一覧で掲載します。

議案番号 件名と主な内容 議決結果

議案第56号 田子町固定資産評価審査委員会委員の選任について 原案承認
（賛９・否0）

議案第57号 平成３０年度田子町一般会計補正予算（第７号）について 原案可決
（賛９・否0）

議案第58号 平成３０年度田子町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）につ
いて

原案可決
（賛９・否0）

議案第59号 平成３０年度田子町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）について 原案可決
（賛９・否0）

議案第60号 平成３０年度田子町国民健康保険町立田子診療所及び介護老人保健施設事業
特別会計補正予算（第２号）について

原案可決
（賛９・否0）

議案第61号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に
ついて

原案可決
（賛９・否0）

議案第62号 平成３０年度田子町一般会計補正予算（第８号）について 原案可決
（賛９・否0）
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問
１

　

道
の
駅
を
作
ろ
う
と
す

る
計
画
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

選
定
に
あ
た
っ
て
最
初
か

ら
ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

周
辺
が
除
か
れ
て
い
る
。

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
周

辺
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

答
１

　

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

周
辺
は
居
住
地
が
密
集
し

て
い
る
こ
と
や
商
店
街
と

な
っ
て
い
る
現
況
か
ら
、

用
地
取
得
に
あ
た
っ
て
は
、

現
存
建
築
物
等
を
補
償
し

た
上
で
の
用
地
取
得
と
な

る
た
め
の
難
易
度
や
財
政

的
な
面
を
勘
案
す
る
と
課

題
が
大
き
い
た
め
、
候
補

地
と
し
て
は
適
さ
な
い
。

問
２

　

建
物
の
数
や
大
き
さ
が

決
ま
っ
て
い
な
い
の
に
土

地
の
広
さ
を
前
に
決
め
る

の
は
な
ぜ
か
。

答
２

　

導
入
す
べ
き
機
能
及
び

町
内
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

実
施
や
、
使
い
や
す
い
駐

車
場
の
設
置
等
を
考
慮
す

る
と
、
必
要
面
積
は
、
概

ね
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

想
定
さ
れ
、
道
の
駅
施
設

整
備
に
係
る
事
業
の
補
助

制
度
を
活
用
し
て
い
く
上

で
、
用
地
確
保
は
必
須
条

件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
行
的
に
進
め
て
お

り
ま
す
。

問
３

　

物
産
販
売
も
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
町
内
各
商
店

や
そ
の
他
の
人
へ
の
影
響

は
あ
る
の
か
。

答
３

　

道
の
駅
整
備
に
よ
り
地

元
事
業
者
の
経
営
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
事
は
、
主
旨

に
反
し
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
た
め
、
道
の
駅
と
地

元
の
事
業
者
が
相
乗
効
果

を
生
む
よ
う
な
関
係
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

た
が
い
ま
し
て
、
町
全
体

へ
の
波
及
効
果
と
し
て
の
、

交
流
人
口
及
び
来
訪
者
の

増
加
を
導
き
、
道
の
駅
が

真
に
町
民
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

き
め
細
や
か
な
情
報
提
供

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町

民
を
巻
き
込
ん
だ
展
開
を

図
り
つ
つ
、
機
運
を
高
め

道
の
駅
実
現
に
向
け
促
進

し
て
参
り
ま
す
。

問
４

　

名
物
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
、
田
子
は
ニ
ン
ニ
ク

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
特
に

黒
に
ん
に
く
は
有
望
だ
と

思
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
ガ

ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で
は

つ
く
ら
な
い
の
か
。

答
４

　

田
子
町
産
の
黒
に
ん
に

く
は
、
町
内
の
企
業
数
社

が
製
造
・
販
売
し
て
お
り
、

非
常
に
高
い
評
価
を
得
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
当

町
に
お
け
る
に
ん
に
く
栽

培
の
現
状
は
厳
し
く
、
原

料
が
不
足
し
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
町
内
の
業

者
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
自

社
で
製
造
可
能
な
数
量
の

約
６
割
程
度
の
原
料
し
か

確
保
で
き
ず
、
原
料
の
奪

い
合
い
は
慢
性
化
し
て
お

り
、
田
子
に
ん
に
く
の
不

足
分
を
補
う
た
め
、
他
の

産
地
の
に
ん
に
く
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
現
状
の
今
、
ガ
ー

リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
が
黒
に

ん
に
く
に
参
入
す
る
と
な

れ
ば
、
当
然
「
田
子
に
ん

に
く
」
を
原
料
と
し
て
製

造
す
る
こ
と
と
な
り
、
原

料
確
保
の
段
階
か
ら
町
内

業
者
と
競
合
し
、
田
子
に

ん
に
く
を
取
り
合
う
こ
と

と
な
り
、
明
ら
か
に
民
業

圧
迫
に
繋
が
る
も
の
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
黒
に

ん
に
く
に
関
す
る
取
り
組

み
は
行
わ
な
い
。

問
１

　

牛
の
販
売
に
運
搬
を
お

願
い
し
て
い
る
が
、
年
数

も
経
ち
車
検
が
危
う
く
な

っ
た
車
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
中
に
は
車
を
無
く
し

た
人
も
あ
る
。
牛
が
多
い

月
は
大
変
で
あ
り
、
支
援

策
は
無
い
か
を
伺
う
。

答
１

　

車
輌
購
入
の
可
能
性
が

あ
る
国
の
補
助
事
業
の
な

か
で
、
経
営
体
育
成
支
援

事
業
が
あ
り
、
県
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ッ
ク

で
あ
る
以
上
、
家
畜
し
か

運
搬
し
な
い
と
言
っ
て
も
、

専
用
機
械
と
し
て
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
補

助
対
象
外
で
あ
る
と
回
答

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
町

の
単
独
事
業
で
可
能
性
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
個
人
名

義
で
は
無
く
、
既
存
の
団

体
や
運
搬
組
合
を
組
織
し
、

農
家
支
援
が
可
能
な
体
制

づ
く
り
や
共
同
管
理
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
支
援
の

検
討
も
可
能
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　欠 端 則 夫  議員

道
の
駅
と

特
産
品
に
つ
い
て

牛
の
家
畜
運
搬

車
両
に
つ
い
て

田子牛
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問
１

　

三
戸
・
田
子
牛
と
は
何

か
。答

１

　

三
戸
地
方
黒
毛
和
牛
種

改
良
組
合
（
畜
協
）
に
お

い
て
生
産
さ
れ
た
牛
で
す
。

問
２

　

べ
ご
ま
つ
り
で
販
売
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
田

子
の
べ
ご
ま
つ
り
と
ど
の

よ
う
に
折
り
合
い
を
つ
け

る
か
。

答
２

　

ま
つ
り
の
賑
わ
い
創
出

の
観
点
か
ら
、
広
く
多
く

の
事
業
者
か
ら
参
加
を
頂

き
、
各
事
業
者
の
考
え
に

よ
り
、
商
品
を
販
売
し
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。

問
３

　

会
場
で
、
畜
産
振
興
の

た
め
の
募
金
活
動
は
で
き

な
い
か
。

答
３

　

畜
産
振
興
の
た
め
の
基

金
や
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
は

そ
れ
に
応
じ
た
環
境
が
で

き
れ
ば
、
可
能
性
は
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問
１

　

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の

今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う

に
す
る
か
。

答
１

　

今
年
度
で
、
地
方
創
生

推
進
交
付
金
事
業
が
終
了

と
な
り
、
今
後
は
全
面
的

に
事
業
を
見
直
し
、
改
善

す
べ
き
点
は
改
善
し
、
道

の
駅
の
実
現
に
向
け
て
、

よ
り
実
践
的
な
活
動
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
２

　

道
の
駅
構
想
の
進
捗
状

況
を
教
え
て
欲
し
い
。

答
２

　

用
地
選
定
の
検
討
が
、

三
候
補
地
の
抽
出
作
業
段

階
と
な
っ
て
お
り
、
産
直

施
設
の
運
営
、
集
出
荷
の

仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
、

現
状
の
問
題
点
等
の
洗
い

出
し
作
業
を
進
め
て
い
る

状
況
で
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
全
体
的
な
見
直
し

を
図
り
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
で
加
速
化
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

問
１

　

森
林
環
境
税
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
１

　

基
本
的
枠
組
み
と
し
て

は
、
国
税
で
あ
り
、
国
民

の
一
人
一
人
が
、
全
体
で

森
林
を
指
せ
る
仕
組
み
と

し
て
、
個
人
住
民
税
に
年

額
一
千
円
を
上
乗
せ
徴
収

さ
れ
、
全
額
を
都
道
府
県

に
譲
与
・
配
分
さ
れ
ま
す
。

問
２

　

そ
の
使
い
道
に
つ
い
て
、

町
は
検
討
を
始
め
て
い
る

の
か
。

答
２

　

林
野
庁
か
ら
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
、
優
良
事
例
の
情

報
提
供
が
あ
る
こ
と
の
こ

と
な
の
で
、
各
地
域
の
実

態
を
ふ
ま
え
、
事
業
内
容

の
検
討
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

問
３

　

新
し
い
森
林
管
理
シ
ス

テ
ム
の
内
容
と
、
町
の
検

討
状
況
を
教
え
て
も
ら
い

た
い
。

答
３

　

こ
れ
は
、
市
町
村
が
自

ら
、
森
林
管
理
の
仕
組
み

を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
、

森
林
所
有
者
の
責
務
を
明

確
に
し
、
伐
採
、
造
林
、

保
育
が
適
切
に
な
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
市
町
村
が

そ
の
経
営
・
管
理
の
権
利

を
取
得
し
、
能
力
あ
る
林

業
経
営
者
に
委
ね
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ま
ず
、
森
林
所
有
者
の
意

向
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

後
、
森
林
活
用
の
事
業
化

等
の
検
討
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド

森
林
環
境
税

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

田子牛の丸焼き

アンテナショップ正面

森林
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問
１

　

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
町
と
の
関
係
性
、
黒
ニ

ン
ニ
ク
に
取
り
組
ま
な
い

理
由
は
。

答
１

　

一
般
財
団
法
人
田
子
町

に
ん
に
く
国
際
交
流
協
会

に
管
理
・
運
営
を
委
託
し

て
い
る
。
協
会
は
、
に
ん

に
く
産
業
の
振
興
、
国
際

交
流
の
推
進
、
地
域
の
活

性
化
を
基
本
方
針
と
し
、

に
ん
に
く
に
関
す
る
情
報

収
集
、
に
ん
に
く
及
び
加

工
品
の
販
売
、
料
理
の
提

供
、
情
報
発
信
を
し
て
い

る
。「
取
り
組
ま
な
い
理
由
」

と
し
て
現
在
、
田
子
町
産

の
黒
に
ん
に
く
は
、
町
内

の
企
業
数
社
が
製
造
販
売

し
、
原
料
不
足
が
慢
性
化

し
て
お
り
他
の
産
地
の
に

ん
に
く
に
頼
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
こ
に
参
入
す
る

と
、
原
料
確
保
の
段
階
か

ら
競
合
す
る
。
明
ら
か
な

民
業
圧
迫
だ
。

問
２

　

ガ
ー
リ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
責
任
者
と
し
て
経
営
状

態
と
雇
用
状
況
は
。

答
２

　

売
上
利
益
１
１
０
０
万

円
、
そ
の
中
か
ら
５
０
０

万
円
ほ
ど
公
益
事
業
に
あ

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
を
あ
と
86
年
間
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現

在
32
名
雇
用
し
最
近
２
名

退
職
し
た
。
そ
の
都
度
安

定
所
を
通
じ
補
充
し
て
い

る
。

要
望
１

　

労
働
環
境
を
良
く
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
為

に
は
儲
け
が
必
要
。
利
益

率
の
良
い
黒
ニ
ン
ニ
ク
を

自
社
で
製
造
・
販
売
す
る

こ
と
だ
。
町
長
は
原
材
料

の
確
保
が
民
業
圧
迫
と
言

う
が
、
契
約
栽
培
な
ど
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策

で
、
に
ん
に
く
の
面
積
拡

大
を
促
し
、
農
家
が
儲
け
、

雇
用
の
拡
大
に
繋
げ
て
ほ

し
い
。

問
３

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
の
経

緯
、
目
的
や
経
費
負
担
、

調
査
後
の
考
え
は
。

答
３

　

９
月
に
当
町
企
業
が
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
で
関
係
の

あ
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和

国
の
大
学
の
学
長
か
ら
招

待
を
受
け
た
も
の
で
、
訪

問
で
に
ん
に
く
生
産
や
加

工
に
関
す
る
現
状
を
調
査

し
、
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
や
経
営
強
化
、
海
外
人

材
の
活
用
、
育
成
、
地
域

間
交
流
な
ど
大
学
や
行
政

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
で

き
る
か
探
る
も
の
で
す
。

経
費
の
話
は
特
に
無
か
っ

た
の
で
、
こ
ち
ら
で
準
備

す
る
の
が
適
切
と
思
っ
て

い
る
。
調
査
後
の
考
え
と

し
て
は
、
こ
ち
ら
は
学
ぶ

場
所
を
提
供
し
付
随
す
る

労
動
力
を
必
要
と
し
て
い

る
。問

４

　

道
の
駅
に
つ
い
て
の
本

気
度
は
。
ま
た
、
核
と
な

る
人
を
ど
の
よ
う
に
選
定

す
る
の
か
。

答
４

　

産
業
の
振
興
と
所
得
向

上
、
町
民
が
自
主
的
に
企

画
運
営
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

や
子
供
達
の
健
や
か
な
育

成
に
役
立
ち
、
多
く
の
来

訪
者
が
休
息
し
楽
し
み
、

田
子
町
ら
し
さ
を
満
喫
で

き
る
、
空
間
を
創
出
し
た

い
。
核
と
な
る
人
物
構
想

に
あ
た
っ
て
、
大
切
な
物

は
、
人
・
物
・
金
・
プ
ラ

ン
・
熱
意
。
検
討
を
重
ね

し
っ
か
り
と
進
め
る
。

要
望
２

　

運
営
が
大
事
。
最
終
的

に
決
め
る
の
は
町
長
。
人

選
を
早
く
し
て
、
町
の
誇

り
に
な
る
よ
う
な
道
の
駅

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問
５

　

美
六
姫
の
取
り
扱
い
と

今
後
の
に
ん
に
く
生
産
に

お
け
る
役
割
は
。

答
５

　

２
年
間
の
増
殖
期
間
を

条
件
に
２
・
６
ha
分
の
種

を
分
譲
し
た
。
約
10 

ha
の

生
産
量
と
な
る
。
販
売
戦

略
と
Ｐ
Ｒ
方
法
は
増
殖
検

討
委
員
会
を
中
心
に
検
討

を
進
め
る
。
種
の
生
産
は
、

需
要
の
動
向
を
注
視
生
育

方
法
の
確
立
が
急
務
。
今

後
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
種
に
育
て
た
い
。

問
６

　

町
政
の
推
進
の
両
輪
と

し
て
の
議
会
が
あ
る
。
町

長
は
検
討
委
員
会
等
多
数

立
ち
上
げ
て
い
る
。
直
接

意
見
交
換
や
多
様
な
考
え

の
反
映
の
為
に
は
現
在
の

定
数
10
名
は
適
正
か
。

答
６

　

平
成
11
年
に
２
名
削
減
、

平
成
19
年
に
は
、
6
名
削

減
し
現
在
の
10
名
と
な
っ

た
。
議
員
発
議
に
よ
り
定

数
の
見
直
し
が
さ
れ
て
き

た
。
現
在
が
適
正
か
ど
う

か
は
活
動
の
状
況
や
、
厳

し
い
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

議
員
の
皆
様
で
協
議
検
討

し
、
町
民
の
福
祉
向
上
と

な
る
よ
う
、
議
会
・
町
が

と
も
に
検
討
し
決
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　尾 形 憲 男  議員

政
策
決
定
過
程
と現状
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【構成委員】　日沢一雄委員長　宇藤大介副委員長
　　　　　　椛本義見委員　砂子田康雄委員　澤口勝委員

【構成委員】　尾形憲男委員長　宮村尚哉副委員長
　　　　　　蹴揚清人委員　沢口博二委員　欠端則夫委員

○
実
施
日　

11
月
８
日

　

診
療
所
・
老
健
は
３
つ

の
医
療
機
器
更
新
と
老
健

施
設
改
修
に
つ
い
て
。
地

域
包
括
支
援
課
は
若
年
者

ピ
ロ
リ
菌
検
査
と
高
齢
者

冬
期
居
住
拡
充
対
策
や
障

害
者
福
祉
及
び
児
童
福
祉

施
設
の
新
規
開
所
に
つ
い

て
。
建
設
課
は
世
紀
越
え

ト
ン
ネ
ル
要
望
活
動
に
つ

い
て
。
水
道
事
業
は
新
田

地
区
配
水
管
布
工
事
に
つ

い
て
。
産
業
振
興
課
は
た

っ
こ
に
ん
に
く
オ
リ
ジ
ナ

ル
種
子
の
植
え
付
け
状
況

に
つ
い
て
。
農
山
漁
村
施

設
整
備
は
、
道
の
駅
構
想

の
現
時
点
で
の
作
業
状
況

に
つ
い
て
。
農
業
委
員
会

は
10
月
ま
で
の
農
地
利
用

状
況
に
つ
い
て
各
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

○
実
施
日　

11
月
７
日

　

教
育
課
は
清
水
頭
小
学

校
体
育
館
屋
根
改
修
工
事

等
に
つ
い
て
。
総
務
課
は

12
月
補
正
の
各
会
計
毎
の

概
要
説
明
と
11
月
17
日
に

行
わ
れ
た
町
制
施
行
90
周

年
記
念
式
典
概
要
や
プ
ラ

ザ
空
調
整
備
改
修
工
事
に

つ
い
て
。
政
策
推
進
課
は

田
子
に
ん
に
く
国
際
交
流

協
会
の
運
営
状
況
と
連
携

中
枢
都
市
圏
事
業
追
加
・

拡
充
、
そ
の
他
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
訪
問
事
業
概
要
に
つ

い
て
。
住
民
課
は
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
５
年
達
成
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
冬

期
間
運
行
に
係
る
運
行
経

路
及
び
時
刻
の
変
更
に
つ

い
て
。
税
務
課
は
本
年
９

月
末
ま
で
の
徴
収
実
績
や

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

各
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
実
施
日　

12
月
６
日

　

生
憎
の
雪
の
中
の
現
地

調
査
と
な
っ
た
。山
の
駅
？

関
～
林
道
の
状
況
は
来
年

度
に
は
開
通
と
の
こ
と
。

　

矢
田
郎
線
は
舗
装
工
事

を
来
年
度
予
定
、
お
お
よ

そ
完
了
状
態
、
向
井
橋
は
、

着
手
前
の
為
後
日
に
回
し

た
。

　

保
育
園
は
工
事
が
遅
れ

気
味
の
様
で
外
装
も
未
完

了
で
あ
っ
た
が
、
期
日
完

成
に
向
け
作
に
当
た
っ
て

い
た
。
２
月
に
は
園
へ
の

引
っ
越
し
が
完
了
で
き
る

よ
う
に
、
そ
の
後
、
現
園

舎
の
取
り
壊
し
含
め
年
度

内
の
工
事
終
了
を
目
指
し

て
い
る
。
今
回
視
察
出
来

な
か
っ
た
も
の
を
年
度
中

に
も
う
一
度
確
認
し
た
い
。

（
尾
形
憲
男
）

　

11
月
23
日
、
東
京
都
市

ヶ
谷
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
第
33
回
東
京
田
子

会
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
た
っ
こ
こ
の

一
年
」
と
題
し
た
リ
ー
フ

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
配
布
さ

れ
、
田
村
画
伯
の
風
景
画

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
田

子
高
校
郷
土
芸
能
部
の
神

楽
坂
公
演
の
紹
介
な
ど
、

田
子
を
離
れ
て
久
し
い
会

員
の
皆
さ
ん
へ
の
心
づ
く

し
は
十
分
な
も
の
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
当
日
は

役
場
職
員
Ｓ
君
の
計
ら
い

で
三
十
代
の
若
い
会
員
も

数
名
参
加
す
る
な
ど
、
会

員
の
高
齢
化
と
会
の
存
続

問
題
に
明
る
い
眺
し
が
感

じ
取
れ
、
今
後
の
田
子
会

の
光
明
を
見
た
思
い
で
あ

り
ま
し
た
。

（
宇
藤
大
介
）

総務・文教常任委員会

産業・民生常任委員会

【構成委員】　宮村尚哉委員長　宇藤大介副委員長
　　　　　　日沢一雄委員　砂子田康雄委員　澤口勝委員

○
実
施
日
11
月
19
日

　

12
月
６
日
開
会
の
平
成

30
年
第
４
回
定
例
回
の
議

事
日
程
に
つ
い
て
協
議
し

た
。

○
実
施
日
11
月
７
日

　

議
会
だ
よ
り
第
97
号
の

内
容
を
確
認
し
、
誤
字
・

脱
字
・
レ
イ
ア
ウ
ト
等
、

校
正
を
行
い
、
11
月
22
日

に
発
行
し
た
。

○
実
施
日
11
月
19
日

　

議
会
だ
よ
り
98
号
の
担

当
者
、
構
成
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

ま
た
、
委
員
か
ら
は
町
民

と
の
懇
親
会
の
早
期
開
催

に
向
け
て
意
見
が
出
さ
れ

た
。

議会運営委員会（議会広報編集委員会）
 

議
員
活
動
報
告

議
会
運
営
（
議
会
広
報
編
集
）
委
員
会
、
総
務
・
文
教
常
任
委
員
会
、
産

業
・
民
生
常
任
委
員
会
に
５
人
ず
つ
所
属
し
、
特
別
委
員
会
の
活
動
や
、

研
修
会
へ
の
参
加
・
先
進
地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
調
査

事
務
事
業
調
査

協
　
　
議

議
会
広
報
編
集
委
員
会

産
業
・
民
生
常
任
委

員
会
　
現
地
視
察

東
京
田
子
会
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平
成
30
年
11
月
13
日
か

ら
14
日
に
か
け
て
、
岩
手

県
雫
石
町
・
秋
田
県
羽
後

町
・
男
鹿
市
に
あ
る
道
の

駅
３
カ
所
を
視
察
し
ま
し

た
。
雫
石
町
で
は
、
立
地

条
件
の
良
さ
と
温
泉
施
設

を
併
設
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
定
し
た
運
営
が
で

き
、
羽
後
町
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
を
含
め
て
の
魅
力
化

に
力
を
入
れ
、
隣
接
の
町

役
場
等
の
人
の
流
れ
を
引

き
込
む
も
の
で
し
た
。
男

鹿
市
は
、
開
始
し
た
ば
か

り
の
施
設
で
、
な
ら
で
は

の
問
題
点
が
あ
り
、
私
た

ち
に
と
っ
て
大
変
興
味
深

い
施
設
視
察
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
共
通
点
と
し

て
施
設
設
備
・
ジ
ェ
ラ
ー

ト
な
ど
女
性
向
け
に
設
計

し
、
職
員
も
女
性
の
力
が

輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
道
の
駅
視
察
で
は
、

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
・
設
置

場
所
・
運
営
形
態
な
ど
４

カ
所
、
調
査
研
究
し
て
来

ま
し
た
。

■
道
の
駅
は
産
直
の
イ
メ

ー
ジ
が
か
な
り
強
か
っ
た

が
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら

ず
複
合
観
光
施
設
と
し
て

の
役
割
、
災
害
時
の
防
災

施
設
の
拠
点
と
し
て
な
ど

の
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
。

■
道
の
駅
「
う
ご
」
で
は

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

た
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
付
き

の
ト
イ
レ
や
授
乳
室
、
コ

イ
ン
式
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム

な
ど
が
完
備
し
て
あ
り
、

人
の
流
れ
に
お
い
て
明
確

な
コ
ン
セ
プ
ト
を
持
ち
運

営
さ
れ
て
い
た
。

（
宮
村
尚
哉
）

■
各
道
の
駅
に
共
通
し
て
、

創
る
に
あ
た
っ
て
主
体
と

な
る
者
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
任
せ
て
、
特
に
コ

ン
サ
ル
（
他
人
）
に
任
せ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

描
い
た
も
の
を
運
営
さ
せ
、

責
任
を
任
命
者
が
と
も
に

背
負
う
と
い
う
、
強
い
意

志
を
感
じ
た
。

■「
道
の
駅
を
動
か
す
信

念
・
取
り
組
み
」
に
対
し
、

地
域
住
民
が
誇
り
に
思
う

感
情
を
抱
か
せ
ら
れ
る
か

が
、
成
功
の
鍵
に
な
る
と

感
じ
た
。

（
尾
形
憲
男
）

■
視
察
を
行
っ
て
、
職
員

や
駅
長
か
ら
様
々
な
体
験

談
を
聞
き
、
経
験
が
あ
る

か
ら
こ
そ
と
思
う
こ
と
が

多
か
っ
た
。

■
自
分
も
足
が
弱
く
て
駐

車
場
と
ト
イ
レ
が
遠
い
道

の
駅
は
使
い
づ
ら
く
、
き

れ
い
な
ト
イ
レ
を
駅
の
中

心
に
配
置
し
駐
車
場
か
ら

少
し
で
も
近
く
に
と
い
う

話
に
は
納
得
が
で
き
た
。

■
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
は

絶
対
に
必
要
と
の
話
が
あ

り
、
い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
い
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

（
欠
端
則
夫
）

○
道
の
駅
、
発
祥
の
地

は
？

　

諸
説
あ
り
ま
す
が
、

現
在
の
「
道
の
駅
」
制

度
が
正
式
に
発
足
し
た

平
成
５
年
で
は
、
全
国

１
０
３
カ
所
の
施
設
が

「
第
１
号
」
と
な
り
ま

す
。
平
成
２
年
に
設
置

構
想
が
始
ま
り
、
翌
年

か
ら
山
口
県
・
栃
木

県
・
岐
阜
県
の
計
12
カ

所
に
試
験
的
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
実
験

段
階
か
ら
用
地
に
含
ま

れ
、
実
際
に
道
の
駅
と

な
っ
た
場
所
と
し
て
、

山
口
県
阿
武
町
と
岐
阜

県
中
津
川
市
が
あ
り

「
道
の
駅
発
祥
の
地
」

の
石
碑
が
建
っ
て
い
る

ん
だ
。

　

12
月
３
日
、
盛
岡
市
葉

た
ば
こ
リ
ー
フ
セ
ン
タ
ー

に
赴
き
、
二
次
・
長
坂
地

区
の
販
売
状
況
調
査
に
参

加
い
た
し
ま
し
た
。
平
成

30
年
産
の
葉
た
ば
こ
は
、

植
付
後
の
低
温
・
強
風
の

影
響
で
全
体
的
に
収
量
が

減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、

連
日
の
曇
天
降
雨
に
よ
り

一
部
に
生
育
不
振
や
不
揃

い
の
圃
地
が
見
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
生
産
者

の
方
は
口
々
に
品
質
は
悪

く
な
か
っ
た
が
目
方
不
足

だ
っ
た
。
所
得
減
は
避
け

ら
れ
な
い
と
深
重
な
面
持

ち
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
行
政
で
出
来
る
支
援

の
あ
り
方
を
も
う
少
し
工

夫
し
、
農
家
の
皆
様
に
寄

り
添
え
る
施
策
を
要
望
し

て
い
か
な
く
て
は
と
決
意

を
新
た
に
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

（
字
藤
大
介
）

P2〜P3

P4

P5〜P7

P8

P8

P9

P10〜P11

道
の
駅
視
察

先
進
地
か
ら
学
ぶ

葉
た
ば
こ
販
売

状
況
調
査

明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト

地
域
の
誇
り

経
験
を
力
に

豊富な野菜

新鮮な魚介
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議会の
視点！

世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
要
望
活
動

「
世
紀
を
越
え
た
」
願
い
を
今
！

　

始
ま
り
は
１
９
９
０
年
代
ま
で
遡
り
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
完
成
す
る
に
は
“
世
紀
”
を
越
え
る
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
か
ら

“
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
”
と
名
付
け
ら
れ
た
。
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
な
り
、
少
し
ず
つ
進
め
て
き
た
歩
が
今
年
度
、
大
き
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
青
森
県
・
秋
田
県
の
両
知
事
へ
の
訪
問
や
両
県
庁
へ
の
要
望
、
そ
し
て
世
紀
越
え
ト
ン
ネ
ル
協
議
会
へ
大
島
衆

議
院
議
長
を
は
じ
め
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
隣
接
市
町
村
か
ら
も
多
数
参
加
し
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
両
県

で
の
現
地
調
査
が
始
ま
り
、
ト
ン
ネ
ル
実
現
へ
確
実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

P2〜P3

P4

P5〜P7

P8

P8

P9

P10〜P11

議会の
視点！

澤口 勝 副会長

国道104号

　このプロジェクトに関わってきた方々の
思いがしっかりと受け継がれ、今、大きな
一歩を踏み出すことができました。この願
いの実現には私たち委員会のメンバーのみ
ならず、近隣の市町村や関係者の方々と強
い思いを胸に一致団結し、これからも確実
に一つ一つ前へ進み「世紀越えトンネル」
完成へ取り組んでいきたいと思います。

世紀越えトンネル協議会
委員として、大きな一歩
を踏み出した今だからこ
そ、思うこと。

世紀越えトンネル概要図

（新設区間）

青森県
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P2〜P3

P4

P5〜P7

P8

P8

P9

P10〜P11 県担当からの調査説明を受けました

宇藤大介 委員

国道103号

欠端則夫 委員

蹴揚清人 委員

日沢一雄 委員

　夢の実現に向けて、粉骨砕身取り組
んでまいります。

　実現にするには利用者の気持ちを第
一に考え、これからが大事だと思って
おります。

　とどまることなく、一致団結し確実
に前へ歩き続けることが大切です。

　確実に前へ進んでおります。この歩
を止めることなく、これからも活動し
ていきます。

世紀越えトンネル協議会全体会

秋田県
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編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
田
子
町
議
会
だ
よ
り
も
、
皆
様
の
ご
協
力

の
お
か
げ
で
98
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
期
は
「
見
た
く
な
る
・
読
み
た
く
な
る
」

を
目
標
に
、
今
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
に
変
化
を

加
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様

に
見
た
い
と
手
に
と
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

工
夫
を
重
ね
広
報
編
集
委
員
が
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
日
沢
一
雄
）

発
行
・
編
集
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　
　

澤
口　
　

勝

議
会
広
報
編
集
委
員
会
（
第
98
号
）

　
　
　

委
員
長　
　
　

宮
村　

尚
哉

　
　
　

副
委
員
長　
　

宇
藤　

大
介

　
　
　

委　
　

員　
　

砂
子
田
康
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
沢　

一
雄　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
形　

憲
男

　
　
　

執
筆
協
力　
　

沢
口　

博
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

欠
端　

則
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
子
神
楽
保
存
会

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
の

多
い
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
田
子
町
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
本
町
の
町
政
運
営
な
ら
び
に
議

会
活
動
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支
援
と
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
「
亥
」
年
で
あ
り
ま
す
。「
亥
」
と

い
え
ば
「
猪
突
猛
進
」
で
す
が
、
そ
の
他
に

も
様
々
な
意
味
が
あ
り
、
十
二
支
を
一
生
と

考
え
る
と
、「
戌
年
」
で
た
わ
わ
に
実
っ
た
果

実
が
種
子
と
な
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て

次
の
時
代
へ
向
か
う
準
備
を
す
る
と
い
う
意

味
の
年
で
す
。
そ
し
て
「
子
年
」
に
種
子
の

中
に
新
し
い
生
命
が
生
ま
れ
始
め
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
猪
の
肉
は
万
病
予
防
の

効
果
が
あ
る
と
信
じ
ら
る
こ
と
か
ら
、
無
病

息
災
が
生
じ
ま
し
た
。

　

当
議
会
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
つ
つ
、
田

子
町
を
担
う
新
た
な
力
の
為
に
、
今
、
私
た

ち
が
出
来
る
こ
と
に
精
一
杯
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
町
民
の
皆
様
の

声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
政
を
し
っ
か
り

と
監
視
し
、
良
い
と
こ
ろ
は
一
丸
と
な
り
、

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
田
子
町
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

田子町議会　議長

澤口　勝

謹
　
賀
　
新
　
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ


